
平成１７年度 「ひと、輝くまち 倉敷。」市民企画提案事業 事業実績報告書 
事 業 名 「国際文化都市」倉敷を共に創る！だから私たちも学ぶ！ 

－日本語学習支援者（ボランティア）養成事業－ 

団 体 名 倉敷日本語教室 市担当部署 国際課 

事 業 費 ３７１，５４０円 市の負担額 ３０６，３４０円 

 

【目的】 

 日本語教授法の基礎的な知識や技能を身に付ける研修（講座）や先進団体の視察を行うことで、日

本語学習支援者（ボランティア）を確保し、その資質の向上を図ることで、日本語学習者（在住外国

人等）が、地域の生活に円滑に適応し、快適に暮すとともに、取得した日本語を生かして積極的に地

域の活動に参加し、「国際文化都市」倉敷を共に創ることを目的とする。 
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【概要】 

１ 市内で活動する日本語学習支援者（ボランティア）及びこうした活動に興味を持ち、今後参加を

検討している市民を対象に日本語学習支援者（ボランティア）養成講座（入門・初級）を開催する。 

２ 多くの外国人が居住し、日本語学習者への支援や地域参加への働きかけを積極的、先駆的に実施

している都市（団体）を視察する。 

 

事
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１ 日本語学習支援者（ボランティア）養成講座 

  ○入門講座４回開催（10/1・10/15・11/12・11/19）受講者数６１人 

  ○初級講座６回開催（12/3・12/17・1/7・1/121・2/4・2/18）受講者数６８人 

２ 先進団体視察 

  11/27 財団法人大垣市国際交流協会を会員３人が視察。視察後、会内で報告会を開催するととも

に、担当部署（国際課）に同協会の取組とそれを踏まえての本市の取組の課題について協議 
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１ 日本語学習支援者（ボランティア）養成講座 

予想を大きく上回る受講希望者があり、当該事業に対する市民の関心の高さを改めて認識するこ

ととなった。 

２ 先進団体視察 

財団法人大垣市国際交流協会の場合、行政と一体となって日本語教室を開催しており、日本語学

習支援者（ボランティア）の養成、ボランティアの募集、活動支援、学習希望者（在住外国人）の

相談、受付、コーディネート等行政が積極的に取り組んでおり、倉敷市においても行政と NGO の

協働のあり方を検討する必要があると感じた。 

今
後
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１ 日本語学習支援者（ボランティア）養成講座 

日本語学習支援者の養成は、多文化共生社会の実現にとっても重要な課題であり、引き続き、学

習の機会を提供できるよう国際課と協働し、事業を推進する。また、受講修了者が、実際に活動で

きるよう随時サポートしていきたい。 

２ 先進団体視察 

倉敷市においては、現在、倉敷日本語教室をはじめ、民間三団体が在住外国人に対して日本語学

習支援をボランティアで実施しているが、民間団体としての活動の独自性を確保しつつ、行政と積

極的に協働して、より多くの学習希望者が日本語学習に取り組めると同時に、多くの市民がボラン

ティアとして当該活動に参加できる環境整備に取り組む。 

 



 

 

提 案 団 体 自 己 評 価 書 
事 業 名 「国際文化都市」倉敷を共に創る！だから私たちも学ぶ！ 

－日本語学習支援者（ボランティア）養成事業－ 

団 体 名 倉敷日本語教室 

１ 実施計画書のと

おり実施できた 

１ できた 

２ 概ねできた 

３ あまりできなかった 

４ ほとんどできなかった 

２ １の回答で３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

３ 事業予算書と実

績との比較 

１ ほとんど同じ 

２ 多少の変更があった 

３ 大幅に変更している 

４ ３の回答で２、

３と答えた場合の

み記入 

主な理由 

先進団体視察において、事前の資料収集により適当な団体がなかったため。 

５ 事業の実施によ

って期待した効果

をあげることがで

きた 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

６ ５の回答で、３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

７ 市と協働するこ

とで期待した効果

を得ることができ

た 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

８ ７の回答で３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

９ その他、評価す

べき点（事業を通

じて気づいた点な

ど） 

 

 

 

 

 

市民企画提案事業に

ついて意見・要望な

ど 

 このような事業（講座）は、単年で終了するものではなく、提案書の図解にもあ

るように、レベルを上げながら、少なくとも１クールを単位として取り組む必要が

あり、そうした複数年にわたる実施により事業の効果が得られるものについて、複

数年の提案が可能な制度にしてほしい。 

 

 

 

 



 

 

市 自 己 評 価 書 

事 業 名 「国際文化都市」倉敷を共に創る！だから私たちも学ぶ！ 

－日本語学習支援者（ボランティア）養成事業－ 

市担当部署 国際課 

１ 実施計画書のと

おり実施できた 

１ できた 

２ 概ねできた 

３ あまりできなかった 

４ ほとんどできなかった 

２ １の回答で３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

３ 事業の実施によ

って期待した効果

をあげることがで

きた 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

４ ３の回答で、３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

５ 提案団体と協働

で事業実施するこ

との効果はあった

か 

１ 非常にあった 

２ あった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

６ ５の回答の主な

理由 

 活動実績のある民間団体と、予算と広報手段（あるいは公共性の担保）を有する

市が協働することで、それぞれの特徴を生かして、単独で行うより多くの市民に参

加と技術の習得の機会を提供できたため。 

 

 

７ その他、評価す

べき点（事業を通

じて気づいた点な

ど） 

 日本語学習支援養成は、多文化共生社会の実現のための施策に位置づけられるが

こうした事業に多くの市民の関心があることを認識することができた。 

 

 

 

 

 

市民企画提案事業に

ついて意見・要望な

ど 

 今回は講師の派遣にあたって、委託契約を結んだが、講師料が認められれば、よ

り安価に事業を実施することができたのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 


